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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

①
補
装
具

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
身
体
上

の
障
害
を
補
う
た
め
の
補
装
具

の
交
付
・
修
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
補
装
具
の
種
目
に
よ
っ
て

は
交
付
・
修
理
の
際
、
県
の
判

定
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
種
目
の
例
）
義
肢
、
車
い
す
、

歩
行
補
助
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
、

補
聴
器
、
座
位
保
持
い
す
等

②
日
常
生
活
用
具

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人
を
対
象
に
日
常
生
活
が
よ

り
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
日
常

生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

（
種
目
の
例
）
入
浴
補
助
用
具
、

頭
部
保
護
帽
、
火
災
警
報
器
、

点
字
器
、
ス
ト
ー
マ
装
具
等

①
・
②
共
通
事
項

　
障
害
の
程
度
、
種
類
等
に

よ
っ
て
、
対
象
と
な
る
種
目
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
保
険
対
象
者
は
介
護
保
険

制
度
の
利
用
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

（
負
担
額
）
原
則
、
基
準
額
の

一
割
で
す
。
た
だ
し
、
世
帯
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
自
己
負
担

金
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

基
準
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
で
す
。
な
お
、

世
帯
の
中
に
市
町
村
民
税
所
得

割
額
が
46
万
円
以
上
の
人
が
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
購
入
・
修
理
前
に
必
ず
福
祉

課
へ
ご
相
談
の
う
え
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

　
老
人
福
祉
法
、
障
害
者
自
立

支
援
法
お
よ
び
介
護
保
険
法
の

日
常
生
活
用
具
の
給
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
に
対
し
て
、
用

具
の
給
付
を
行
い
ま
す
。
購
入

前
に
必
ず
福
祉
課
へ
ご
相
談
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

難
病
患
者
等
（
厚
生
労
働
省

科
学
研
究
難
治
性
疾
患
克
服
研

究
事
業
の
対
象
疾
患
患
者
お
よ

び
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
）
と
小

児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
小
児
慢

性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
者
）

（
種
目
の
例
）
特
殊
マ
ッ
ト
、

入
浴
補
助
用
具
、
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
等
（
小
児
慢
性
特

定
疾
患
児
の
み
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
、

紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
）

（
負
担
額
）
基
準
額
に
よ
り
一

部
ま
た
は
全
部

（
福
祉
課
）

　
障
害
者
相
談
窓
口
を
役
場
福

祉
課
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
は
も
と
よ

り
、
家
族
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

は
、
生
活
上
の
様
々
な
課
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と

き
、
ど
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の

か
、
一
緒
に
考
え
、
改
善
の
た

め
の
方
法
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

820
‐
５
６
０
５

855
‐
０
１
５
５

　
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
、
集
中
力
が
続

か
な
い
。
お
子
さ
ん
の
発
達
が

気
に
な
る
け
れ
ど
、
ど
こ
に
相

談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
熊
野
町
で
は
、
療
育
を
専
門

と
す
る
「
柏
学
園
」
を
相
談
窓

口
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
安
芸
郡
府
中
町
青
崎
東
７
‐

12
282
‐
６
５
０
０

282
‐
４
９
８
１

http://w
w
w
.kashiw

a.
or.jp/index.htm

l

（
福
祉
課
）

障
害
者
の
補
装
具
と
日
常
生

活
用
具
に
つ
い
て

難
病
患
者
等
及
び
小
児
慢
性

特
定
疾
患
児
の
日
常
生
活
用

具
に
つ
い
て

発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

障
害
者
相
談
窓
口
に
つ
い
て

相

　談

　窓

　口
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聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
等
に

よ
り
、
手
話
で
の
意
思
の
疎
通

が
必
要
な
人
に
手
話
通
訳
者
を

派
遣
し
ま
す
。

派
遣
区
域
‥
広
島
県
内

依
頼
内
容
‥
病
院
で
の
診
察
、

学
校
参
観
、
会
社
の
面
接
、
運
転

免
許
の
更
新
な
ど
、
外
出
時
の
支

援
、
そ
の
他
相
談
に
応
じ
ま
す
。

無
料

広
島
県
手
話
通
訳
派
遣
委
員

会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に

よ
り
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
※
初
め
て
お
申
込
み
を
さ

れ
る
人
は
、
利
用
要
件
の
確
認

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
申
請
は
、
①
申

請
者
名
、
②
派
遣
月
日
時
間
、

③
場
所
、
④
内
容
、
⑤
待
合
せ

場
所
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

広
島
県
手
話
通
訳
派
遣
委
員

会
（
一
般
社
団
法
人
広
島
県
ろ

う
あ
連
盟
）

252
‐
０
３
０
９

252
‐
０
３
０
３

hrren@
do3.enjoy.ne.jp

（
福
祉
課
）

時
午
後
２
時
〜
３
時

記
憶
障
害
、
注
意
障
害
、
遂

行
機
能
障
害
お
よ
び
社
会
的
行

動
障
害
な
ど
の
認
知
障
害
を

持
っ
て
い
る
人
の
ご
家
族
そ
の

ほ
か
関
心
を
お
持
ち
の
人

※ 

６
月
は
同
じ
内
容
で
２
回
開

催
し
ま
す
。

所
広
島
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

広
島
県
高
次
脳
機
能
セ
ン

タ
ー０

８
２
４
‐
25
‐
１
４
５
５

０
８
２
４
‐
25
‐
１
０
９
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koujinou2@
rehab-hiroshim

a.
gr.jp

（
福
祉
課
）

▽
セ
ミ
ナ
ー
開
催
期
日

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
期
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

理
解
す
る

【
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
】

　
広
い
意
味
で
の
「
自
閉
症
」

に
含
ま
れ
る
一
つ
の
タ
イ
プ

で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
」

「
対
人
関
係
・
社
会
性
の
障

害
」「
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行
動
、

興
味
・
関
心
の
か
た
よ
り
」
が

あ
り
ま
す
。
自
閉
症
の
よ
う
に
、

幼
児
期
に
言
葉
の
発
達
の
遅
れ

が
な
い
た
め
、
障
害
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、

成
長
と
と
も
に
不
器
用
さ
が
わ

か
っ
て
く
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

（
Ａ
く
ん
の
例
）

　
Ａ
く
ん
は
、
友
人
と
の
会
話

で
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
話
し

て
し
ま
っ
て
、
周
り
の
人
か
ら

「
相
手
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な

い
自
分
勝
手
で
わ
が
ま
ま
な

子
」
「
空
気
が
読
め
な
い
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、

大
好
き
な
電
車
の
こ
と
に
な
る

と
専
門
家
顔
負
け
の
知
識
を

も
っ
て
い
て
、
友
人
に
感
心
さ

れ
ま
す
。

【
注
意
欠
陥
他
動
性
障
害
】

　
「
集
中
で
き
な
い
（
不
注

意
）
」
「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
（
多
動
・
多
弁
）
」
「
考

え
る
よ
り
も
先
に
動
く
（
衝
動

的
な
行
動
）
」
な
ど
を
特
徴
と

す
る
発
達
障
害
で
す
。
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ

Ｄ
）
の
特
徴
は
、
通
常
７
歳
以

前
に
現
れ
ま
す
。
多
動
や
不
注

意
と
い
っ
た
様
子
が
目
立
つ
の

は
小
・
中
学
生
ご
ろ
で
す
が
、

思
春
期
以
降
は
こ
う
い
っ
た
症

状
が
目
立
た
な
く
な
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｂ
さ
ん
の
例
）

　
Ｂ
さ
ん
は
、
大
事
な
仕
事
の

予
定
を
忘
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
周
囲
の
人
に
は
あ
き

れ
ら
れ
、
「
何
回
言
っ
て
も
忘

れ
て
し
ま
う
人
」
と
言
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
気
配
り

名
人
で
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

れ
ば
だ
れ
よ
り
も
早
く
気
づ
い

て
手
助
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
引
用

福
祉
課

820
‐
５
６
０
５

熊
野
町
手
話
通
訳
者
派
遣
に

つ
い
て

高
次
脳
機
能
障
害
家
族
セ
ミ
ナ
ー

期　日 内　容 担当者

５月15日㈫
リハビリテーションと
本人への関わり方につ
いて

作業療法士または
言語聴覚士

６月１日㈮
６月19日㈫ 福祉制度について 支援コーディネーター

発
達
障
害
っ
て
、

な
ん
だ
ろ
う
（
４
）


